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【 背 景 お よ び 目 的 】  

 鶏 コク シ ジ ウ ム 病 は Eimeria 属 原 虫の 寄 生 に よ る 腸 炎 を 主 体

と す る 疾 病 で 、 育 成 率 や 産 卵 率 な ど の 生 産 成 績 を 悪 化 さ

せ 、 養 鶏 産 業 に 多 大 な 被 害 を も た ら す 。 本 県 の 病 性 鑑 定

成 績 に お い て も コ ク シ ジ ウ ム が 関 与 し た 事 例 が 少 な く な

い 。  

 本 病 の 診 断 は 、 鶏 の 症 状 や 糞 便 中 の オ ー シ ス ト 数 、 病

理 組 織 検 査 に よ り 実 施 し て い る が 、 Eimeria 属の 特 定 は 形

態 学 的 観 察 の み で は 困 難 で あ り 、 こ れ ま で

E i m e r i a . n e c a t r i x 感 染 の 一 例 を 除 き 、本 病 と 診 断 す る の

み で あ っ た （ 図 1 ) 。 そ こ で 今 回 、 国 内 で 問 題 と な っ て

い る 5 種 類 の Eimeria 属 に つ い て 、 リ ア ル タ イ ム

P C R ( r P C R ) に よ る 検 出 を 試 み 、 過 去 に 本 病 と 診 断 し た

事 例 に つ い て 追 加 検 討 を 行 っ た 。  

 

【 材 料お よ び 方 法 】  

 2 0 0 6 ～ 2 0 1 3 年 に 鶏 コク シ ジ ウ ム 病 と 診断 し た 7 症 例 の うち 、 ホ

ル マ リン 固 定 時 間 が 長 く、 遺 伝 子 検 査 に 適さ な い 症 例 を 除く 5 症 例

( 症例 1 ～ 5 ) の 腸 パ ラ フ ィン 標 本 、 計 1 2 羽 分 を用 い た 。  

 腸 パラ フ ィ ン 標 本 を 薄切 し 、 市 販 の D N A 抽 出キ ッ ト を 用 いて DNA

を 抽 出し 、必 要 に 応 じ て D N A の 精製 と 濃 縮 を行 い 、r P C R に 供 した ( 図

2 ) 。川 原 らの 報 告 ( 2 0 0 8 ) を も とに 、E i m e r i a . a c e r v u l i n a ( E a ) 、

E . b r u n e t t i ( E b ) 、 E . m a x i m a ( E m ) 、 E . n e c a t r i x ( E n ) 、

E . t e n e l l a ( E t ) に そ れ ぞ れ 特 異 的 な プ ラ イ マ ー を 作 成 し た 。 r P C R

は S Y B R  G r e e n Ⅰ を 用 いた イ ン タ ー カ レ ータ ー 法 で 行 い 、 増幅 産 物

の 融 解曲 線 分 析 で 得 ら れた 波 形 と T m 値 に より 、陽 性 対 照 と の 相同 性

を 確 認 し た 。 な お 、 陽 性 対 照 は 、 日 生 研 株 式 会 社 か ら 分 与 さ れ た も

の を 用い た 。  

 

【 結 果】  

 陽 性対 照 5 種類 の T m 値は E a 、 E b 、 E m 、 E n 、 E t の 順 に それ ぞ れ

8 7 . 0 ℃ 、 8 1 . 5 ℃ 、 8 0 . 0 ℃ 、 7 9 . 0 ℃ 、 8 6 . 5 ℃ で 川 原 ら の 報 告 と 同

様 の 傾向 で あ っ た ( 図 3 ) 。  

 



＜ 症例 1＞  

○ 概 要  

 2013 年 5 月 発 生 、採 卵 鶏 2 羽 (No.1～ 2)、 153 日 齢 、産 卵 率 低下 の

原 因 究明 。  

○ 腸 の解 剖 ・ 病 理 組 織 所見 (図 4) 

 小 腸 粘 膜 に 偽 膜 形 成 し 、 偽 膜 形 成 部 位 に 出 血 と 多 数 の シ ゾ ン ト 確

認 (No.2)。 十 二 指 腸 ～ 空回 腸 粘 膜 固 有 層 深部 に 第 2 代 シ ゾ ント 多 数

形 成 、異 物 巨 細 胞 性 肉 芽腫 形 成 (No.2)。  

○ 推 測さ れ る Eimeria 属  

 病 理組 織 所 見 か ら En 感 染 と 診 断  

○ rPCR 結 果 (図 5）  

 No.2 か ら En 検 出  

○ 最 終診 断  

 En 感 染  

 

＜ 症例 2＞  

○ 概 要  

 2012 年 10 月 発 生 、 採卵 鶏 3 羽 (No.1～ 3） 、 50 日 齢 、 死 亡 羽数 増

加 の 原因 究 明 。  

○ 腸 の解 剖 ・ 病 理 組 織 所見 (図 6) 

 小 腸腫 大 （ No.1～ 3)。  

 十 二 指 腸 ： 粘 膜 表 層 ～ 固 有 層 に 有 性 生 殖 期 の 虫 体 (マ ク ロ ガ メ ー

ト 、 ザイ ゴ ー ト 、 未 熟 オー シ ス ト 等 ） 多 数寄 生  

 空 回腸 ： 粘 膜 固 有 層 ～深 部 に 有 性 生 殖 期の 虫 体 多 数 寄 生  

 盲 腸： 粘 膜 上 皮 ～ 固 有層 に 有 性 生 殖 期 の虫 体 多 数 寄 生  

○ 推 測さ れ る Eimeria 属  

 十 二指 腸 、 空 回 腸 への Ea、 Eb、 Em、 盲 腸へ の Eb、 Et 寄 生  

○ r-PCR 結 果 (図 7) 

 3 羽全 て か ら Eb、 1 羽か ら Em 検 出  

○ 最 終診 断  

 Eb、 Em の 混 合 感 染 と 診断 し た 。  

 3 羽 か ら Eb が検 出 さ れ、 Eb の 病 原 性 が 比較 的 強 い こ と 、 1 羽か ら

Em が検 出 さ れ 、 Em の 病 原性 は そ れ ほ ど 強 くな い こ と か ら 、症状 や 病

変 は Eb 主 体 と 判 断 し た 。  

 

＜ 症例 3＞  

○ 概 要  

 2010 年 1 月 発 生 、肉 用鶏 3 羽 (No.1～ 3）、 82 日 齢 、斃 死 の 原因 究

明 。  

○ 腸 の解 剖 ・ 病 理 組 織 所見 (図 8）  



 小 腸粘 膜 充 血 (No.1)、内 容 物 チ ー ズ 様 (No.1,2) 

 十 二指 腸 ： 粘 膜 固 有 層～ 深 部 に 有 性 生 殖期 の 虫 体 多 数 寄 生  

      (No.1,2) 

 空 回腸 ： 粘 膜 表 層 ～ 固有 層 に 有 性 生 殖 期の 虫 体 多 数 寄 生 (No.1,3) 

 盲 腸： 内 容 物 に 多 数 のオ ー シ ス ト (No.2,3) 

○ 推 測さ れ る Eimeria 属  

 十 二指 腸 、 空 回 腸 への Eb、 Em、 盲 腸 への Eb、 Et 寄 生  

○ rPCR 結 果  

 1 羽 (No.3)か ら Et 検 出  

○ 最 終診 断  

 Et と Eimeria 属 の 混 合感 染 と 診 断 し た 。  

 No.3 か ら 盲 腸 に 寄 生 する Et が 検 出 さ れ たが 、十 二 指 腸 と 空 回腸 に

寄 生 する Eimeria 属 が 検出 さ れ な か っ た こと か ら 、 rPCR に よる 検 出

は 不 十分 と 判 断 し た 。  

 

＜ 症例 4＞  

○ 概 要  

  2009 年 9 月発 生 、 採卵 鶏 、 46 日 齢 (No.1,2)、 中 雛 斃 死 の原 因 究

明 。  

○ 腸 の解 剖 所 見  

 小 腸 内 容 血 様 物 (No.1)、 小 腸 粘 膜 点 状 出 血 (No.2)、 小 腸 粘 膜 肥 厚

(No.1)、小 腸 に 鶏 回 虫 1～ 2 匹 寄 生 (No.1～ 2) 

○ 腸 の病 理 組 織 所 見 (図 9) 

 十 二指 腸 ： 粘 膜 上 皮 を中 心 に 有 性 生 殖 期の 虫 体 軽 度 ～ 重 度寄 生  

      (No.1,2)、内 容 物 に 多 数 の オ ーシ ス ト (No.1) 

 空 回腸 ： 粘 膜 固 有 層 深部 に 第 2 代 シ ゾ ント (No.1,2) 

 盲 腸 ： 粘 膜 上 皮 ～ 固 有 層 深 部 に 有 性 生 殖 期 の 虫 体 (No.1,2)、 内 容  

   物 に 多 数 の オ ー シス ト (No.1,2) 

○ 推 測さ れ る Eimeria 属  

 十 二指 腸 へ の Ea、 空 回腸 へ の En、 盲 腸 への Eb、 Et 寄 生  

○ rPCR 結 果  

 い ずれ の 鶏 か ら も Eimeria 属 検 出 さ れ ず  

○ 最 終診 断  

 En と そ の 他 Eimeria 属の 混 合 感 染 と 診 断 した 。  

 空 回腸 の 病 変 か ら En 感 染 が 特 定 で き た が 、rPCR で 何 も 検 出さ れ な

か っ たた め 、 感 染 種 を 特定 す る こ と は で きな か っ た 。  

 

＜ 症例 5＞  

○ 概 要  

 2006 年 7 月 発 生 、 採 卵 鶏 2 羽 (No.1,2)、 142 日齢 、 斃 死 の 原因 究



明 。  

○ 腸 の解 剖 所 見  

 空 回腸 腫 大 し 偽 膜 形 成 (No.1,2) 

○ 腸 の病 理 組 織 所 見 (図 10) 

 空 回 腸 ： 上 皮 ～ 固 有 層 に 有 性 生 殖 期 の 虫 体 多 数 寄 生 (No.1,2)、 粘  

    膜 の 壊 死 ・ 剥 離 (No.2) 

 盲 腸 ： 粘 膜 出 血 (No.1,2)、 粘 膜 の 壊 死 (No.2)、 内 容 物 に 多 数 の オ  

   ー シ ス ト (No.1,2) 

○ 推 測さ れ る Eimeria 属  

 空 回腸 へ の Ea、 Eb、 盲腸 へ の Eb、 Et 寄 生  

○ rPCR 結 果  

 い ずれ の 鶏 か ら も Eimeria 属 検 出 さ れ ず  

○ 最 終診 断  

 鶏 コク シ ジ ウ ム 病 (Eb の 関 与 疑 う ） と 診 断し た 。  

 空 回 腸 と 盲 腸 に 有 性 生 殖 期 主 体 の コ ク シ ジ ウ ム が 確 認 さ れ 、 発 症

日 齢も 142 日 齢 と 産 卵 開始 時 期 で あ っ た こと か ら Eb の 関 与 を疑 っ た

が 確 定す る こ と は で き なか っ た 。  

 

【 考 察】  

 腸 パラ フ ィ ン 標 本 から DNA を 抽出 し 、 r PCR を実 施 し た 結 果、 症 例

1 ～ 2 で は、病 理 組 織 検 査で コ ク シ ジ ウ ム が確 認 さ れ た 全 て の鶏 か ら

E i m e r i a 属 が 検出 さ れ 、感 染 種 を 特 定 す るこ と が で き た 。 しか し 、

症 例 3 ～ 5 の 過 去 4 年 以 上前 の 症 例 で は 、1 羽 か ら 検 出 さ れ た のみ で 、

感 染 種を 特 定 す る こ と はで き な か っ た ( 図 1 1 ) 。P C R の 効 率 は 固 定 ・

包 埋 さ れ た パ ラ フ ィ ン 標 本 の 状 態 に 直 接 左 右 さ れ る と 言 わ れ て お

り 、 時 間 経 過 等 何 ら か の 要 因 に よ り 遺 伝 子 が 検 出 さ れ な か っ た も の

と 推 察し た 。 パ ラ フ ィ ン標 本 を 用 い て r P C R を実 施 す る 場 合は 、 パ

ラ フ ィ ン 標 本 の 状 態 に よ り 遺 伝 子 が 検 出 さ れ な い 場 合 が あ る の で 、

病 理 組 織 検 査 を 併 用 し て 検 出 漏 れ が な い か 確 認 す る こ と が 必 要 と 思

わ れ た。  

 症 例 2 につ い て は 、 今回 r P C R を 実 施 し内 容 を 再 検 討 し た結 果 、

E b に よる 発 症 事 例 と 判 明し た 。 E b に よ る 症状 や 病 変 は そ れ ほど 特

徴 的 では な く 、他 の E i m e r i a 属 と混 同 さ れる こ と 等 に よ り 、国内 で

の 発 生報 告 事 例 は 少 な い。 川 原 ら は 2 0 0 6 ～ 2 0 0 7 年 に 国 内 浸潤状況

調 査 を行 い 、E b は 特 に 種鶏 お よ び 採 卵 鶏 農場 で 高 率 に 浸 潤 して い た

と 報 告し て い る 。 E b は病 原 性 が 比較 的 強 いに も 関 わ ら ず 、ワ ク チ ン

が 開 発 さ れ て お ら ず 、 発 症 時 期 も 一 様 で な い こ と か ら 、 農 場 へ の 浸

潤 が 判明 し た 場 合 は 十 分な 注 意 が 必 要 で ある 。  

 パ ラフ ィ ン 標 本 を 用 いた r P C R は 、 混 合感 染 の 場 合 等 、 病理 組 織

検 査 等 形 態 観 察 の み で E i m e r i a 属 を 特 定 で き な い 場 合 に 有 用 で あ



る こ と が わ か っ た 。 今 後 は パ ラ フ ィ ン 標 本 だ け で な く 、 現 場 の 状 況

に 応 じて 、 腸 管 や 糞 便 材料 に も r P C R を活 用 し て いき た い 。  

 r P C R を鶏 コ ク シ ジ ウ ム病 の 診 断 に 取 り 入れ る こ と で、感 染 種を 特

定 す るこ と が 可 能 と な った 。 E i m e r i a 属は そ の 種 類に よ り、発 症 し

や す い時 期 や 病 原 性 が 異な る 。特 定 し た E i m e r i a 属 に応 じ て 、ワク

チ ン 接 種 等 の 衛 生 対 策 を 検 討 し 、 こ れ ま で よ り 踏 み 込 ん だ 農 場 指 導

に 役 立て た い と 考 え て いる 。  
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